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７
月
３
日
に
20
年

ぶ
り
と
な
る
新

紙
幣
が
発
行
さ
れ

た
。
約
２
週
間

経
っ
て
や
っ
と
我

が
手
元
に
や
っ
て

き
た
。手
に
取
り
、

し
げ
し
げ
と
眺
め
な
が
ら
、
聖

徳
太
子
や
伊
藤
博
文
、
岩
倉
具

視
の
時
代
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
時

が
流
れ
た
も
の
だ
と
感
慨
に

耽
っ
た
▼
新
紙
幣
に
は
様
々
な

高
度
な
技
術
が
使
用
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
な
ぜ
か

安
っ
ぽ
く
感
じ
て
し
ま
う
。
実

際
に
、
20
年
前
か
ら
比
べ
る

と
、物
価
上
昇
に
よ
り
11
・
２
％

も
価
値
が
低
下
し
て
い
る
と
い

う
分
析
が
あ
る
。
世
界
の
主
要

通
貨
に
対
し
て
円
安
が
進
ん
で

い
る
こ
と
も
、
そ
の
要
因
か
も

し
れ
な
い
▼
い
つ
も
の
飲
み
屋

で
も
新
紙
幣
の
話
題
は
よ
く
取

り
上
げ
ら
れ
る
。
話
題
に
乗
る

た
め
に
、
新
た
に
紙
幣
の
顔
と

な
っ
た
、
渋
沢
栄
一
、
津
田
梅

子
、
北
里
柴
三
郎
の
業
績
や
人

と
な
り
を
改
め
て
調
べ
て
知
識

を
仕
入
れ
た
。「
北
里
柴
三
郎

は
昔
の
人
な
の
に
細
菌
学
者
な

ん
や
で
」
の
、
い
わ
ゆ
る
お
や

じ
ギ
ャ
グ
で
周
り
の
空
気
を
凍

ら
せ
た
の
は
御
愛
嬌
で
。
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発 

行

２～３日　県本部現業評議会総会・各部会集会
（いこいの村はりま）

３日　県本部衛生医療評議会定期総会
（ひょうご共済会館）

３日　県本部ジェンダー平等推進学習会
（神戸市教育会館）

19～20日　近畿地連野球大会（大阪市内）
20日　近畿地連女子バレーボール大会（大阪市内）
29～30日　自治労第98回定期大会（千葉ポートアリーナ）

当面の日程

【
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数（
ラ
ス
指

数
）と
は
】

　

ド
イ
ツ
人
の
経
済
学
者
、
エ

テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

（
１
８
３
４

－

１
９
１
３
）
が

提
唱
し
た
「
物
価
指
数
」
の
計

算
式
の
ひ
と
つ
で
、
地
方
自
治

体
職
員
の
給
料
水
準
を
示
す
指

標
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
公
務
員
（
地
公
）
と
国

家
公
務
員
（
国
公
）
の
給
料
水

準
を
、
国
公
の
職
員
構
成
を
基

準
と
し
て
、
学
歴
別
、
経
験
年

数
別
に
平
均
給
料
月
額
を
比
較

し
、
国
公
の
給
与
を
１
０
０
と

し
た
場
合
の
地
公
の
給
料
水
準

を
指
数
で
示
し
た
も
の
で
す
。

　

自
治
体
ご
と
に
出
さ
れ
る
ラ

ス
指
数
で
す
が
、
そ
れ
が
１
０

０
を
超
え
る
と
、
当
該
自
治
体

の
職
員
の
給
与
水
準
が
、
国
公

よ
り
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

【
不
適
正
な
比
較
方
法
】

　

ラ
ス
指
数
の
算
定
対
象
と
な

る
「
給
料
」
と
は
、基
本
給
（
給

料
表
上
の
金
額
）
で
あ
り
、「
給

料
（
基
本
給
）」
に
諸
手
当
（
扶

ラス指数による攻撃の不当性を理解する

シリーズ﹁尾西が斬る﹂
4 ラスパイレス指数とは

養
手
当
、
住
居
手
当
、
地
域
手

当
な
ど
）
を
含
ん
だ
「
給
与
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

前
回
に
取
り
上
げ
た
「
地
域

手
当
」
の
非
支
給
地
域
が
７
割

を
超
え
る
地
方
自
治
体
に
と
っ

て
、
最
大
20
％
も
の
格
差
の
あ

る
地
域
手
当
を
除
外
し
て
算
出

さ
れ
る
ラ
ス
指
数
は
、
給
与
実

態
を
正
確
に
反
映
し
た
も
の
と

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
公
の
基
準
か
ら
は

幹
部
や
高
給
の
ス
タ
ッ
フ
職
が

除
外
さ
れ
て
お
り
、
地
公
が
局

長
・
部
長
な
ど
幹
部
の
給
料
を

含
め
て
い
る
た
め
、
あ
た
か
も

地
公
の
給
与
水
準
が
国
公
に
比

べ
て
高
い
と
の
誤
解
を
生
む
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

算
定
方
法
に
お
け
る
対
象
や

範
囲
を
み
る
と
、
ラ
ス
指
数
は

不
適
正
な
比
較
方
法
で
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

【
ラ
ス
指
数
攻
撃
に
対
抗
】

　

こ
の
よ
う
に
歪
ん
だ
比
較
方

法
で
す
が
、
総
務
省
は
ラ
ス
指

数
１
０
０
超
の
自
治
体
に
対
し

て
、引
き
下
げ
を
強
く
助
言（
指

導
）
し
て
い
ま
す
。
自
治
体
当

局
も
、
こ
の
総
務
省
の
助
言
を

利
用
し
て
人
件
費
削
減
を
進
め

よ
う
と
し
ま
す
。

　

単
組
は
、
ラ
ス
指
数
の
不
当

性
を
交
渉
な
ど
で
追
求
し
、
賃

金
の
低
位
平
準
化
攻
撃
に
対
し

て
、
し
っ
か
り
と
賃
金
水
準
の

確
保
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

次
号
は
人
勧
特
集
号
で
１
回

休
み
で
す
が
、
次
回
は
低
位
平

準
化
攻
撃
の
解
説
と
労
使
交
渉

の
ス
ス
メ
の
予
定
で
す
。

参議院議員（自治労組織内）

15単組53人が交流と親睦を図った

　

第
５
回
ひ
ょ
う
ご
青
年
女
性
大
交
流
会
が
７
月
13
～
14

日
、
ハ
チ
高
原
で
行
わ
れ
、
15
単
組
53
人
が
集
っ
た
。
学

習
会
で
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｏ
（
意
思
疎
通
ゲ
ー
ム
）
で
職
場
環
境

や
価
値
観
の
違
い
を
話
し
合
っ
た
。
交
流
会
で
は
、
貸
切

の
民
宿
で
の
捜
索
ゲ
ー
ム
、
真
夏
の
雪
合
戦
を
行
っ
た
。

　

開
会
に
あ
た
っ
て
今
村
龍
乃

介
青
年
部
長
は
「
私
は
写
真
が

趣
味
で
但
馬
に
は
通
っ
て
い

る
。
組
合
は
賃
金
労
働
条
件
も

大
切
だ
が
、
同
じ
趣
味
の
仲
間

を
見
つ
け
る
な
ど
、
楽
し
い
場

で
も
あ
る
と
実
感
し
て
ほ
し

い
」
と
有
意
義
な
２
日
間
に
な

る
よ
う
強
調
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
８
グ
ル
ー
プ

に
わ
か
れ
て
「
働
き
や
す
い
職

場
環
境
」「
上
司
に
言
わ
れ
て

嬉
し
い
言
葉
」
に
つ
い
て
意
見

交
換
し
た
。働
き
や
す
さ
で
は
、

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
人
間
関
係
が

上
位
を
し
め
、
嬉
し
い
言
葉
で

は「
仕
事
の
頑
張
り
へ
の
評
価
」

と
の
声
が
多
か
っ
た
。

　

藤
原
潤
子
女
性
部
長
は
「
み

ん
な
の
思
う
働
き
や
す
い
職
場

環
境
を
聞
い
て
、『
本
当
は
無

理
し
て
働
き
た
く
な
い
』
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
た

め
に
組
合
が
で
き
る
こ
と
は
沢

山
あ
る
」
と
ま
と
め
た
。

　
「『
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
す

る
』
と
、
い
な
く
な
っ
た
今
村

青
年
部
長
を
見
つ
け
て
連
れ
戻

す
」と
い
う
設
定
で
、捜
索
ゲ
ー

ム
を
実
施
。
全
体
会
場
か
ら
脱

出
す
る
た
め
の
ク
イ
ズ
、
今
村

部
長
の
居
場
所
に
つ
な
が
る
ヒ

ン
ト
を
持
つ
幹
事
を
見
つ
け
る

か
く
れ
ん
ぼ
を
行
っ
た
。

　
「
ヒ
ン
ト
は
最
初
に
解
い
た

の
に
騙
さ
れ
た
」「
部
長
は
見

つ
け
た
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
が
解

け
な
か
っ
た
」
な
ど
と
盛
り
上

が
っ
た
。

　

２
日
目
は
、
５
チ
ー
ム
に
わ

か
れ
て
「
真
夏
の
雪
合
戦
大

会
」。
攻
め
る
人
と
玉
を
供
給

す
る
人
、
攻
め
込
む
タ
イ
ミ
ン

グ
な
ど
、
チ
ー
ム
力
が
問
わ
れ

る
た
た
か
い
に
熱
く
な
っ
た
。

　

兵
庫
地
方
自
治
研
究
セ
ン

タ
ー
は
県
本
部
と
合
同
で
７
月

６
日
、
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
に

お
い
て
「
２
０
２
４
兵
庫
地
方

財
政
・
地
域
課
題
交
流
会
」
を

開
催
し
、
27
人
が
参
加
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
①
「
兵
庫
県

予
算
」
に
つ
い
て
橋
本
成
年
県

会
議
員
か
ら
、
②
「
百
条
委
員

会
」
の
状
況
に
つ
い
て
北
上
哲

仁
県
会
議
員
か
ら
、
③
「
地
域

交
通
問
題
を
考
え
る
」
と
し
て

井
戸
真
樹
猪
名
川
町
会
議
員
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
受
け
た
。

　

報
告
を
受
け
、
参
加
者
は
県

庁
「
４
割
出
勤
」
問
題
、
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）

や
大
阪
万
博
、
こ
ど
も
の
貧
困

対
策
に
つ
い
て
。
ま
た
、「
地

域
交
通
問
題
」
で
は
、「
運
転

員
確
保
対
策
」
な
ど
で
議
論
が

さ
れ
た
。

　

今
後
も
研
究
員
や
単
組
が
一

緒
に
取
り
組
め
る
自
治
研
活
動

を
め
ざ
し
て
、
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

これが目に入らぬか

大 西 英 剛  

県本部青年女性大交流会

組
合
の
楽
し
さ
に
ふ
れ
る

人
間
関
係
が
働
き
や
す
さ
へ
の
カ
ギ

地方財政・地域課題交流会

県予算・百条委員会の状況を報告
地域交通の運転員確保を議論

多くの課題を共有

28歳当時
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県
本
部
44
回
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
を
６
月
29
日
、
尼

崎
市
内
で
開
催
し
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
県
職
労

西
播
支
部
、
宝
塚
市
職
労
、
佐

用
町
職
、
豊
岡
病
院
労
組
、
丹

波
篠
山
市
職
労
、
前
回
大
会
優

勝
の
宍
粟
市
職
労
の
６
チ
ー
ム

が
出
場
し
た
。

　

試
合
は
２
コ
ー
ト
で
同
時
進

行
。
Ａ
コ
ー
ト
第
１
試
合
の
神

戸
対
豊
岡
病
院
は
、
神
戸
の
棄

権
に
よ
り
豊
岡
病
院
が
不
戦

勝
。
準
決
勝
は
県
職
労
と
豊
岡

病
院
が
対
戦
。
１
対
１
で
迎
え

た
最
終
セ
ッ
ト
は
、
流
れ
を
掴

ん
だ
豊
岡
病
院
が
勝
利
し
決
勝

へ
進
出
し
た
。
Ｂ
コ
ー
ト
宍
粟

対
丹
波
篠
山
は
２
対
０
で
宍
粟

が
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
利
。
準
決

勝
と
な
る
第
２
試
合
は
宍
粟
と

宝
塚
が
対
戦
。
宝
塚
は
必
死
に

食
い
下
が
り
善
戦
す
る
も
、
宍

粟
は
的
を
絞
ら
せ
な
い
攻
撃
で

２
対
０
の
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
で

決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　
　

決
勝
戦
の
宍
粟
と
豊
岡
病

院
の
対
戦
は
、
第
１
セ
ッ
ト
序

盤
か
ら
連
続
得
点
の
豊
岡
病
院

を
宍
粟
が
サ
ー
ビ
ス
エ
ー
ス
で

追
い
上
げ
た
が
、
豊
岡
病
院

が
21
対
16
で
第
１
セ
ッ
ト
を
先

取
。
続
く
第
２
セ
ッ
ト
で
は
、

激
し
い
攻
防
戦
の
末
、
最
後

は
宍
粟
競
り
勝
ち
、
21
対
17
で

セ
ッ
ト
を
獲
得
。
最
終
セ
ッ
ト

も
両
チ
ー
ム
一
歩
も
譲
ら
ず
息

を
の
む
よ
う
な
戦
い
の
中
、
最

後
は
豊
岡
病
院
が
ポ
イ
ン
ト
を

連
取
、
21
対
16
で
優
勝
し
、
地

連
大
会
出
場
を
決
め
た
。

激しい攻防戦を制した豊岡病院労組

心も身体もリフレッシュ

だ
っ
た
肩
が
少
し
ス
ッ
キ
リ
。

そ
し
て
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
へ
。

　

先
生
の
動
き
を
真
似
な
が

ら
、
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た

動
き
も
、
徐
々
に
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
な
っ
て
、
最
後
は
汗
を
か
く

ほ
ど
に
な
り
、
心
も
身
体
も
軽

く
な
っ
て
研
修
会
を
終
え
た
。

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
は
比
較
的
簡
単
な

動
き
で
行
え
る
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
。
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
多
い
職

場
に
も
最
適
。
単
組
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
お
勧
め
。

て
企
画
し
、
軽
快
な
音
楽
に
合

わ
せ
、
身
体
の
凝
り
を
ほ
ぐ
し
、

日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
し
た
。

　

講
師
の
富
永
美
枝
子
さ
ん
の

指
導
の
も
と
、
ま
ず
は
準
備
体

操
。
こ
れ
だ
け
で
も
ガ
チ
ガ
チ

　

県
本
部
書
記
会
議
は
７
月
５ 

日
、
宝
塚
文
化
創
造
館
で
、
20 

単
組
36
人
が
参
加
し
、
総
会・

研
修
会
を
開
催
。
研
修
会
で
は

昨
年
悪
天
候
の
た
め
実
施
出
来

な
か
っ
た
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
改
め

　

決
勝
戦
は
６
月
26
日
に
開

催
。
初
回
、
明
石
が
１
点
を
先

取
す
る
も
そ
の
裏
、
宝
塚
は

中
島
選
手
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
な
ど

打
者
一
巡
の
猛
攻
で
９
点
を
奪

い
、
宝
塚
が
11
対
６
で
地
連
大

会
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
た
。

　

続
く
準
決
勝
第
１
試
合
の
宝

塚
対
神
戸
市
従
の
戦
い
は
神
戸

市
従
が
初
回
３
点
を
先
取
し
、

３
回
に
も
２
点
を
追
加
し
５
対

０
で
迎
え
た
５
回
に
宝
塚
が
１

点
を
奪
取
。
６
回
に
は
中
島
選

手
の
エ
ン
タ
イ
ト
ル
ツ
ー
ベ
ー

ス
を
皮
切
り
に
６
点
の
大
量
得

点
で
逆
転
。
そ
の
裏
神
戸
市
従

も
玉
井
選
手
の
策
越
え
ホ
ー
ム

ラ
ン
で
追
加
点
を
あ
げ
る
も
７

対
６
で
宝
塚
が
決
勝
戦
へ
コ
マ

を
進
め
た
。

　

準
決
勝
第
２
試
合
は
前
年
優

勝
の
神
戸
交
通
と
県
大
会
初
出

場
の
明
石
が
対
戦
。
初
回
か
ら

得
点
を
重
ね
た
明
石
が
６
対
０

で
完
封
勝
利
し
た
。

　

県
本
部
第
44
回
野
球
大
会
を

丹
波
市
内
で
開
催
し
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
予
選
を
勝
ち
進
ん
だ
県

職
労
県
庁
支
部
・
神
戸
市
従
・
宝

塚
市
職
労
・
明
石
市
職
労
・
佐
用

町
職
・
朝
来
市
職
労
と
前
年
度

優
勝
の
神
戸
交
通
労
組
、
開
催

地
丹
波
市
職
労
の
８
チ
ー
ム
が

出
場
し
た
。

　

６
月
22
日
は
１
回
戦
、
丹
波

と
神
戸
市
従
の
対
戦
は
７
対
６

で
神
戸
市
従
が
、
佐
用
と
宝
塚

の
対
戦
で
は
宝
塚
が
12
対
５
で

５
回
コ
ー
ル
ド
勝
ち
。
県
職
労

と
神
戸
交
通
の
対
戦
は
２
対
０

で
神
戸
交
通
が
完
封
勝
利
。
明

石
と
朝
来
の
対
戦
は
明
石
が
２

対
１
で
接
戦
を
制
し
た
。

猛打で大会を制した宝塚市職労

全労済自治労共済本部資料より引用

県本部野球大会

宝
塚
が
猛
打
で
大
会
を
制
す

全
国
を
め
ざ
し
地
連
大
会
出
場
へ

県本部女子バレーボール大会

前大会王者との激戦を制す
豊岡病院労組が４大会ぶりに優勝

書記会議
総会・研修会

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
で
ス
ッ
キ
リ

心
も
身
体
も
軽
や
か
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ


